
令和３年度（２０２１年度）第２熊本市教育の情報化検討委員会 

 

 日時 令和３年（２０２１年）１２月７日（火）１３時３０分～１６時００分 

場所 熊本市教育センター ２階中研修室 

 

次第 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３ 議事 

 (1) 報告 

ア 高等学校における１人１台端末の活用状況 

イ 教職員のタブレット端末の活用を推進する校内研修のあり方 

ウ ICT の効果検証をするための調査研究の経過報告 

 (２) 自由討議 

  ア 児童生徒の情報活用能力の向上を促す授業及びカリキュラムのあり方 

  イ 学校間、教職員間のタブレット端末活用の格差是正のためのあり方 

  ウ １人１台端末時代の情報モラル教育のあり方 

 

４ 閉会 



千原台高校のChromebook活用
～Google Workspace for Education～

２０２１(令和３)年１２月７日

熊本市立千原台高等学校

情報機器管理 髙木 洋一



Chromebookの導入
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Chromebookの概要①

• インチ : 11.6型

• CPU :

インテル® Celeron®

• OS : Chrome OS

• メモリ : 4GB

• ストレージ : eMMC32GB

• カメラ: インカメラ 92
万画素Webカメラ内蔵
アウトカメラ 503万画
素Webカメラ内蔵
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Chromebookの概要②

スタンドスタイル テントスタイル

タブレットスタイル

ノートＰＣスタイル

学習スタイルに合った使い方ができる
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同意書と家庭におけるネット環境についての調査
2021/4/23 

熊本市立千原台高等学校 

家庭におけるネット環境についての調査 

 

    年   組   番 氏名             

現在、ＧＩＧＡスクール構想の実現に向け、本校では、生徒１人に Chromebook を１台貸与しています。

今後、新型コロナウイルスに起因する休校や、台風などの災害時における休校で、オンラインでの授業を

考えています。そのために、下記の調査にご協力をお願いします。 

当てはまるものにチェックや記述してください。 

１．家庭でのネットワーク環境について 

（１）家庭にインターネットに接続されているパソコンはありますか？ 

   □はい   □いいえ 

 

（２）家庭にＷｉ－ｆｉ環境（ポケットＷｉ－ｆｉを含む）はありますか？ 

 □はい   □いいえ 

 

（３）上記の（２）で「いいえ」にチェックを入れた人のみ答えてください。 

    これからＷｉ－ｆｉ環境を整える予定はありますか？ 

    □はい（   月頃・わからない）  □いいえ  □わからない 

 

２．スマートフォンについて 

（１）自分のスマートフォンを持っていますか？ 

    □持っている   □持っていない 

 

 （２）スマートフォンを持っている人のみ答えてください。 

    スマートフォンの契約形態はどれですか？ 

    □データ通信量無制限使い放題 

    □データ通信料定額（     ＧＢ使用可能 【例：５ＧＢプラン等】） 

    □わからない 

 

 （３）スマートフォンを持っていない人のみ答えてください。 

    今後スマートフォンを購入する予定はありますか？ 

    □はい（   月頃・わからない）  □いいえ  □わからない 

 

 （４）すべての人が答えてください。 

    スマートフォンのテザリングという機能を知っていますか？ 

    □はい   □いいえ 

Chromebookの使
用について環境
の整備

↓

毎日持ち帰るこ
とで、家庭学習
に活用できる
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Chromebookの利用について①
Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋの利用について 

１．インターネット環境 

＜学校内＞ 

Ｗｉ-Ｆi（無線ＬＡＮ）が各教室に配備されています。（校内１階、体育館以外） 

 

＜自宅＞ 

自宅にＷｉ-Ｆi（無線ＬＡＮ）があれば最適ですが、各ご家庭で契約等をご確認ください。 

 

２．注意事項 

＜禁止行為＞ 

 ①学校の活動以外で、アカウントを使用しない。 

 ②パスワードは絶対に他人に教えない。 

 ③各サービスの共有設定を使用しないで、すべて非公開のままにしておく。 

   ※個人情報やプライベートデータが意図せず公開されてしまう事例が起きています。 

 ④ネット犯罪の加害者にならないために、以下の行為を行わない。 

  ・他人を傷つける文章を書き込み、相手の名誉や安全を傷つけること・・・名誉棄損罪、侮辱罪 

  ・他人のＩＤ・パスワードを使って不正にアクセスし、その人になりすますこと。・・・不正アクセス禁止法 

  ・他人が写っている写真や動画を無許可で公開すること。・・・肖像権、プライバシー権の侵害 

  ・事実と異なる内容を書き込み、誤解やデマを引き起こしたりすること。・・・業務妨害罪 

  ・その他、不適切と思われる行為。 

 

＜禁止行為への対応＞ 

禁止行為が行われた場合、内容によっては、指導の対象となります。 

 

＜問題が起こったとき＞ 

パスワードを忘れたり、端末の故障・紛失した場合などは、ただちに担任の先生へ連絡すること。 

 

Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｌａｓｓｒｏｏｍの設定について 

 

Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｌａｓｓｒｏｏｍとは、インターネット上に作られた授業空間（クラス）を利用するサービス

です。 

他のアプリと連携して、課題の作成・配布・回収や教師と生徒の間でのファイルの共有なども可能です。 

１．ログインする 

①Ｇｏｏｇｌｅアカウントは、「CHR20学籍番号@su.kumamoto-kmm.ed.jp」です。 

新３年生 

例）２年次が、２年２組１５号 ＝ CHR202215@su.kumamoto-kmm.ed.jp 

 

新２年生 

例）１年次が、１年１組 １号 ＝ CHR201101@su.kumamoto-kmm.ed.jp 

 

新入生 

例）１年１組 １号 ＝ CHR211101@su.kumamoto-kmm.ed.jp 

    ※全生徒に割り振られていますので、間違えないようにしてください。 

 

②パスワードは、「生年月日」です。 

例）２００２年 ４月 ７日 ＝ 20020407 

２００３年 ８月３１日 ＝ 20030831 となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①アカウント ②パスワード 

各自のアカウント 

●初期設定

アカウント
やパスワー
ドなどの設
定
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Chromebookの利用について②
２．ＧｏｏｇｌｅＣｌａｓｓｒｏｏｍを起動する 

●Chromebookの場合 

①ホーム画面左下のランチャーをクリックする。 

②ランチャー内の   をクリックする。 

③Google Classroomをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

④左下の画面で、「使用する」を選択し、次に右下の画面で、左にある「生徒」を選択する。 

※これらは、初めてログインするときだけ、２回目以降は表示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．クラスへ参加する 

①右上にある「+」のマークを選択する。 

②「クラスに参加」を選択する。 

③自分の授業の「クラスコード」を入力する。  ※別紙のコード表を参照。 

  例）国語総合（１年１組） ＝ ●●●●●●● 

    コミⅡ  （２年２組） ＝ 〇〇〇〇〇〇〇 

    総合実践（３年５組） ＝ △△△△△△△  など 

④下のような画面になれば、準備ＯＫです。 

※メンバーの生徒の欄に、「自分の名前」は表示されません。 

 

 

 

 

生徒 

GoogleClassroomアプリ 

メールの受取りはオフ 

⑤すべての授業に参加できるように、①～④を繰り返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．授業へ参加する（内容については各授業で指示があります） 

Ｇｏｏｇｌｅ Ｍｅｅｔ（ミート）について 

Ｇｏｏｇｌｅ Ｍeet（ミート）とは、Ｇｏｏｇｌｅのビデオ会議ツールです。 

カメラ機能のあるパソコン、タブレット、スマートフォンなどを利用して 

映像や音声をリアルタイムにやりとりすることができます。 

健康観察や授業によっては、Ｍｅｅｔを使用する場合もありますので、 

下記の説明を読んで、準備（アプリのインストール等）をしておいて下さい。 

 

（１）Ｇｏｏｇｌｅ Ｃｌａｓｓｒｏｏｍのクラスから、Ｍｅｅｔにログインする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）クラスの会議に参加・退室する。 

 ＜注意点＞ 

 ・自分のマイクは「オフ」にしておくこと。発言するときのみ「オン」にする。 

 ・終了する際は「会議から退室」すること。 

 ・授業中にふざけないこと。 

 

Ｍｅｅｔのアイコン 

↑Ｍｅｅｔのアイコンを選択 

（３）その他のアプリ 

Ｇｏｏｇｌｅ ドライブ 

書類や写真などのファイルを無制限に保存することができるオンラインストレージサー

ビス。 

 

Ｇｏｏｇｌｅ ドキュメント 

    Microsoft Wordのようなワープロアプリ。文書の作成、編集などが可能。 

 

Ｇｏｏｇｌｅ スプレッドシート 

    Microsoft Excelのような表計算アプリ。シートの作成、編集などが可能。 

 

Ｇｏｏｇｌｅ スライド 

    Microsoft PowerPointのようなプレゼンテーションアプリ。 

プレゼンテーション資料の作成、編集が可能。 

 

４．スマートフォン等にＣｌａｓｓｒｏｏｍをインストールしている場合 

  スマートフォン等にＣｌａｓｓｒｏｏｍを以前インストールしている場合は、 

  一度アンインストールを行い、再度インストールを行ってください。 

  その際に「・・・@su.kumamoto-kmm.ed.jp」のアドレスを使用する。 

使用頻度の高いア
プリの使い方をマ
ニュアル化
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Google Classroom

↓課題・資料

←最新の更新内容

←オンライン授業

Google Classroomを起点にオン
ライン授業・課題や資料の配布
ができる

→一元化されていて使用しやす

い 8



Google Drive オンラインストレージで場所を選ばず学習ができる
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Google Drive ファイルやフォルダを共有することができる
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Google Drive （３）その他のアプリ 

Ｇｏｏｇｌｅ ドライブ 

書類や写真などのファイルを無制限に保存することができるオンラインストレージサー

ビス。 

 

Ｇｏｏｇｌｅ ドキュメント 

    Microsoft Wordのようなワープロアプリ。文書の作成、編集などが可能。 

 

Ｇｏｏｇｌｅ スプレッドシート 

    Microsoft Excelのような表計算アプリ。シートの作成、編集などが可能。 

 

Ｇｏｏｇｌｅ スライド 

    Microsoft PowerPointのようなプレゼンテーションアプリ。 

プレゼンテーション資料の作成、編集が可能。 

 

４．スマートフォン等にＣｌａｓｓｒｏｏｍをインストールしている場合 

  スマートフォン等にＣｌａｓｓｒｏｏｍを以前インストールしている場合は、 

  一度アンインストールを行い、再度インストールを行ってください。 

  その際に「・・・@su.kumamoto-kmm.ed.jp」のアドレスを使用する。 

Microsoft officeに近いアプリが用意さ
れている
→実社会で行われている業務に近い形で
学習を進めることができる

各アプリ
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前年度の取り組み
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前年度の休校期間

課題の提示
↓

課題に取り組む
↓
提出
↓
添削
↓
返却

13



前年度の休校期間

添削・返却
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今年度の取り組み①
オンライン授業
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オンライン授業の試み①

Chromebookのカメラを使用
し日頃の授業と同じように

行っている

ビデオカメラとChromebook
を使用し授業を行っている
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オンライン授業の試み②

Chromebookのカメラを使
用した授業の見学

→先生間でオンライン授
業の方法を共有

共有した方法を実際に試
してみる

→オンライン授業を行う
先生が増加

17



オンライン授業の試み③

書画カメラ(実物投影機)の使
用方法の共有

→プリントなどを映すことで

オンライン授業の幅が広がる

書画カメラ(実物投影機)を使
用した簿記の授業

→生徒に解説しながら一緒

に問題を解くことができる18



オンライン授業の成果と課題（教師側）

○課題を提示するだけから脱却し、オンライン授業を行う

ことができた

○教師間での情報共有が積極的に行われた

△生徒の理解度や反応がわかりづらい

△教授型の授業になりやすい
19



オンライン授業の成果と課題（生徒側）

○オンライン授業への参加がスムーズにできた

→Google Classroomからワンクリックで参加できるため

○教室に入りづらい生徒も参加できたことや、体調が悪い時も

授業を聞くことはできた生徒がいた

○チャット機能でいつもより気軽に発言や質問ができた生徒が

いた

△オンライン授業だと集中できないという生徒がいた 20



今年度の取り組み②
Googleアプリの活用
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ドキュメントを使用した協働的な学習

●共有されているため同
時に編集することがで
きる

●チャット機能を使って
オンライン上でコミュ
ニケーションをとりな
がら作業をすることが
できる
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スライドを使用した協働的な学習

共同編集できるため各々のスライドの作成
内容や進捗状況を把握することができる
→共有することで教師側から把握できる23



Jamboardで主体的・協働的な学習

●デジタルホワイ
トボード

●文字、図形、画
像、付箋などを
自由に書き込む
ことや貼り付け
ることができる

→各々のアイデア
を視覚化できる
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Google Sites

●本校２年生の総合的な探究の時間での取り組み

●Google Sitesを活用し、千原桜のホームページを

作成した

→生徒商業研究発表大会にも参加

千原桜のホームページを作成
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Google Forms

●授業の振り返りを行える

●アンケートを行える

→集計も自動で行われる

●小テストも自動で集計され理

解度を把握することができる
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その他のアプリ

●Desmos グラフ計算機

グラフを作成できるアプリ

●Mentimeter

生徒の意見を視覚化できる
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商業科目での取り組み①

借　方 貸　方 借　方 貸　方 借　方 貸　方 借　方 貸　方

現 金 40,000 40,000

当 座 預 金 90,000 90,000

売 掛 金 230,000 230,000

貸 倒 引 当 金 10,000 1,500 11,500

有 価 証 券 230,000 23,000 207,000

繰 越 商 品 120,000 140,000 120,000 140,000

備 品 200,000 200,000

備品減価償却累計額 80,000 40,000 120,000

買 掛 金 160,000 160,000

資 本 金 600,000 600,000

売 上 1,720,000 1,720,000

仕 入 1,400,000 120,000 140,000 1,380,000

給 料 130,000 130,000

広 告 料 25,000 25,000

支 払 家 賃 60,000 1,000 61,000

保 険 料 20,000 3,000 17,000

租 税 公 課 10,000 10,000

雑 費 15,000 15,000

2,570,000 2,570,000

貸 倒引 当金 繰入 1,500 1,500

減 価 償 却 費 40,000 40,000

有 価証 券評 価損 23,000 23,000

前 払 保 険 料 3,000 3,000

未 払 家 賃 1,000 1,000

当 期 純 利 益 17,500 17,500

328,500 328,500 1,720,000 1,720,000 910,000 910,000

精　　算　　表

平成○年12月31日

勘定科目
残高試算表 整理記入 損益計算書 貸借対照表

●板書の時間を省略することがで

きる

●同じ問題集に同時に書き込んでい

くため生徒もわかりやすい 28



商業科目での取り組み②

●Scratchを使ってプログラミング

→プログラミング未学者も学びやすい

●EdTech導入補助金を活用し、Monaca Educationの導入

→クラウド上でプログラミングできるため、場所を選

ばず学習することができる
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動画

●YouTubeで動画配信

→視聴回数や視聴時間な

どを確認することがで

きる

●Google Meetで録画した
動画を共有

→欠席した生徒が後から学習する
ことができる

→家庭学習で復習に活用できる30



外部からの学び

●オンライン動画での学習

●Zoomを使って外部講師から学

ぶことができる

→外部から学べる機会の増加
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授業以外の取り組み
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Google Classroomを使ってクラスへの連絡

●朝の連絡をスムーズに行
うことができる

●いつでも連絡を確認する
ことができる

●教室に掲示していたもの
をＰＤＦ化して配布でき
る
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生徒会選挙

Google Meetを使って、生
徒会選挙演説

Google Formsを使って、
投票
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今後の取り組み

●Chromebookの活用の共有
→分散登校時が一番活用されていた
日頃の授業から活用できる実践例を共有

●主体的・協働的に学ぶ授業の実践
→今年度はChromebookの使い方や活用場面を模索した
特に「総合的な探究の時間」では、主体的・協働的に活用
される場面が増えた
各教科でも活用される場面を増やす

●Chromebook使用ルールの徹底とトラブル管理
35



高等学校（必由館高校）報告

「高等学校における1人1台端末の活用状況」

熊本市立必由館高等学校　金井　拓

×



　必由館高校の生徒・職員概要と端末導入概要　

　全校生徒約　１１００名、　常勤職員　８０名強、　非常勤２０名強　 

　【令和２年度】

　・教員の１人１台iPad借用

　・４月３日よりGoogleWorkspaceの研究開始。

　・生徒は持込端末（スマートフォン）、不足分は研修用 iPadまたは教員用 iPad貸出

　・７月　全教室に大型TV配置（保護者会費積立利用）

　

　【令和３年度】

　・校内無線LAN（体育館除く）整備

　・Chromebookの生徒１人１台貸与（コロナ対応予算による買い切り）※スタイラスペン使用不可

　・常勤職員に1人1台貸与

　・分散登校時にオンライン授業一般化。中継、クラスルーム等の活用進む。

　・全校、学年単位での中継が「普通」に。10分で全教室が接続完了。
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　ChromeBook と GoogleWorkSpeace  

3

Chromebook　[Asus C214MA-BU0029］
◎耐衝撃性能が高い GIGAスクール対応端末
　県立先行導入校と同機種、私学はかなりスペックの高いモデルを導入している学校もある。
◎操作制限をした「テストモード」が使用可能。
▲CPUが非力なので、本体に負荷の高い映像編集などは実質不可能。
▲カメラの性能がiPadやスマホに比べ低い。

Chrome OS　×　Chromebook　特徴
◎立ち上がりは非常に高速。　 iPadと同等、PCより高速
◎処理をwebのCPUで行うため、同スペックＰＣに比べ体感速度は非常に高速。
◎処理をweb上のCPUで行うために、バッテリー持ちがとても良い。
   事務作業使用ならば 3日は持つ。
◎30分で80％ほど充電される。
▲MS社とのシェア争いでMS社のアプリ版対応が悪化。

GoogleWorkspace と ClassRoom の 使用感
◎すべてのサービスが Chromeブラウザ上でシームレスに連携可能。
◎すべてのデータ（セル１コマまで）アドレスを割り当てられ、 webとの親和性が非常に高い。
◎アカウントサインインさえすればどの PC・スマホ・タブレットでも継続して作業が可能。端末が壊れた
場合もすぐに環境復帰ができる。
◎ClassRoomもあわせて、更新、改善ペースが非常に早い。
◎海外まで含めた圧倒的シェアによる情報量の豊富さと仕様変更時の情報提供の早さ。
▲日本独自の文化（フィルタリングやクラウドブロック）を想定していない。
▲日本語への対応（縦書きなし等）は後回し感が否めない。今後に期待。



　１　昨年度の取り組みと必由館高校のICTサービスシステム

本校のサービス相互関係（R3.6月時点）

マニュアル例

教材・教具（ICT機器含）について（私見）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(R2.7月作成)

　２　新学校HP
　　　　情報発信の迅速化・職員一般化とデザインの落とし所

　

　３　オンライン授業用HP（熊本市発行アカウントからのみ閲覧可）

　　　　主に分散登校期間に作成運用、その後は対面でも活用

　　　　・GoogleMeet利用のバリアを下げる

　　　　　「場所」をベースにしたweb会議システムの運用

　　　　・様々な学習活動での活用を見通す

　　　　・オンラインマニュアルとしても継続利用

　

　　４　生徒と教員の活用状況
　　　・実践１　授業の変容
　　　　　　ジオジェブラ 等のオンライン、オフライン教材の活用
　　　　　　生徒集団にカスタマイズしたデジタル教科書化
　　　　　　こえもじ拡張機能を利用した対面コミュニケーション拡張等

　　　・実践２　基礎基本の定着　「確認テスト」
        　　　　英語　　　古典

　　　・実践３　個別最適化　「リブリーおよびリブリーカム」
　　　　　　画面１　画面２
　
　　　・実践４　進路対策分析の迅速化とコストカット
　　　　　　模擬試験の自己採点集約や各アンケートのForms化
　　　　　　マークシート代等　年間10万円以上削減
　
　　　・実践５　個別指導添削の回数増
　　　　　　志望理由書添削　　
　　　　　　休校時および入試期間中の指導・添削（風景）
　
　　　・実践６　学習活動の広がり
　　　　　　早稲田大学リーダーシップ研修
　　　　　　台湾大学との交流活動

（台湾学生との討論、絵画コンテスト、書道コンテスト）　

　　５　今後の展望と課題

　必由館高校における1人1台端末の活用状況　

4



　　４　生徒と教員の活用状況
　　　・実践１　web教材・アプリ教材の活用　例：数学「　ジオジェブラ　」

　必由館高校における1人1台端末の活用状況　

オンライン・オフラインアプリを活用し、空間的な数学理解やリスニング、スピーキングの上達に活用
※【Geogebra】 数学学習・数学教育用の無料のデジタルツール（授業教材、グラフ作成、幾何学、共同作業用のホワイトボード等）
※【英語 高校学習参考書アプリ】英単語・文法は、アプリをダウンロードしてリスニングの練習。
※【英語 スピーキング】オンライン録音サイトを利用して録音＞ＭP3変換　クラスルームにて提出。
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　　４　生徒と教員の活用状況
　　　・実践１　授業の変容
　　　　　　生徒集団にカスタマイズしたデジタル教科書化
　　　　　　こえもじ拡張機能を利用した対面コミュニケーションの拡張

　必由館高校における1人1台端末の活用状況　

デジタル教科書的な資料の自作と、生徒への配布
※高校では、学習集団（文理、コース等）ごとに同一科目でも取り扱う範囲や進め方が異なるため、デジタル教科書の整備が進んでいない（業
者も収益が上げにくい）。プリントに加えて、板書計画や個別にカスタマイズした資料を作成し、事前 /授業中/事後に配布して板書と合わせて活
用が始まっている。また、クラウドを利用した教材の共有や分業も進みつつある。

Chrome拡張機能等を応用することで、活発な意見・質問を引き
出し、授業の能動的な展開や授業分析に繋げる。
※GoogleアースやWeb検索による教材資料の提示を柔軟に行える。
※Jamボードを利用したグループワークも広がりつつある。
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　　４　生徒と教員の活用状況
　　　・実践１　授業の変容
　　　　　　その他の学習活動の広がり（公開研究授業指導案より）

　必由館高校における1人1台端末の活用状況　

テーマに沿った調べ学習  ＞ レジュメの作成  ＞ 班発表会 ＞ 班で代表作をブラッシュアップ（保体）
※１人１台、通信制限を配慮せずに良くなったため、無理なく調べが学習を展開に導入できるようになった。
※訂正、修正が容易で、一つのデータを共同編集できるので、個人　＞　グループワーク　へ展開できる。
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シュミレーターを用いて、理解の難しい単元を学ぶ（物理）
※概念理解が難しく、公式を覚えるのみになりがちな「ボイル・シャルルの法則」を シミュレーションサイトを用い操作することで体感的、視覚的
に理解し、物理学の面白さを感じてもらう。

Jamボードに共同編集することですべてのベクトルで加法の性質が成り立つことを実感する（数学）
※Jamボードで練習問題１を解き、さらに加俸性質を理解するための問題に複数人で取り組み、解答を共有する。
※多数の解答を見合うことで、性質や法則の本質的な理解を助ける。

実験データを元にスプレッドシートでグラフ作成（協働）  ＞　クラスルームと連携して提出　（化学）　
※実験データをまとめることで、化学反応とその量的関係理解を深める。
※化学反応式の意味について、個別理解度は、授業最後のフォームステストで即時確認。

各教科の指導内容やねらいにあわせて、活用の工夫と教材の共有化が予想以上に進む。



　　４　生徒と教員の活用状況
　　　・実践２　基礎基本の定着　「確認テスト」
        　　　　英語　　　古典

　必由館高校における1人1台端末の活用状況　

基礎学力の定着をねらう単語テスト等は、
GoogleFormsを活用したテストを作成・実施

※Chromebookを使用している場合は、他の操作ができな
いようにロック可能。
※各参考書会社がGoogleFormsに対応した問題集を配布
開始している。

※解答完了後すぐに正誤が生徒にリアクションされる。
※定期試験前等の復習にも活用中。
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YouTube等の解説動画を観て予習・復習することは、「当たり前」に。
※10.3インチのモニタで通信量を気にせず利用できる状況は大きい。



　　４　生徒と教員の活用状況
　　　・実践３　個別最適化　「リブリーおよびリブリーカム」
　　　　　　画面１　画面２

　必由館高校における1人1台端末の活用状況　

参考書アプリLibryおよびLibryCamを活用した
個別最適化への取り組み
※【Libry】 数学にて先行導入。デジタル参考書集。AIにより間違った
問題の振り返り、さらにつまづいている単元が提示されて生徒自身で
復習が可能。
※【LibryCam】取り組み時間、ノート提出を確認できる。教師は、学習
状況の確認分析を行い、難易度や課題量等、授業の最適化に活かさ
れている。 9



　　４　生徒と教員の活用状況
　　　・実践４　進路対策分析の迅速化、アンケートの迅速化
　　　　　　模擬試験の自己採点の Forms入力化
　　　　　　業務の軽減・マークシート代金等 年間10万以上削減

　必由館高校における1人1台端末の活用状況　

模擬試験の自己採点結果を迅速に分析、すぐに生徒への働きかけが可能に。

※自己採点が即時データ化されるので、全体や個人の分析をすぐに行い、声かけや振り返りが可能になった。
　（導入前は　生徒マークシート記入 ▶ 読み取り ▶ データ化（マーク読み取りエラー修正） ▶ 印刷 ▶ 各教科に一冊　+　学年回覧）

※生徒会執行部による校則、学校改革についてのアンケートなども随時行われるようにになった。
※こころのアンケート（抜粋版）の解答、確認、対応も迅速化。
※Formsによる各調査は一般化。正の字を（ほぼ）書かなくて良くなりました。 10



　　４　生徒と教員の活用状況
　　　・実践５　個別指導添削の回数増

志望理由書添削　　
休校時および入試期間中の指導・添削（風景）

　必由館高校における1人1台端末の活用状況　

総合型・推薦入試の志望理由書作成、教員による添削と指導の効率化
※以前は手書き　▶　朱書き添削、指導（要アポイント）　▶　訂正して再提出　▶　添削指導（要アポイント）
　生徒による推敲がスピーディーになり、直接会わなくても助言や一定の指導可能に。また、関連資料を提示することも容易となった。

大学前期試験直前と高校入試時の入校規制時に指導が可能に
※本校は、大学入試直前に高校入試による5日程度の敷地内/ないし本館内内立ち入り禁止期間がある。 11



　　４　生徒と教員の活用状況
　　　・実践６　学習活動の広がり
　　　　　　早稲田大学リーダーシップ研修
　　　　　　台湾大学との交流活動
　　　　　　Youtubeによる保護者への情報提供等
　

　必由館高校における1人1台端末の活用状況　

早稲田大学との連携事業によるオンライン講義（生徒）・職員研修
※21世紀型のリーダーシップ人材育成の為の講義と研修を受講。

※県立高のスーパーティーチャーによる探究活動実践研修（職員）など、オンライン
研修の一般化。
※大学の模擬授業受講などの進路探究活動にもスムーズに対応可能に。

台湾アーティストによる作品の講評（美術・書道）
※これまでは難しかった国境を超えた学習活動経験。
※昨年度は生徒国際会議への参加等も経験。

進路講演会や各講話のオンライン配信による広がり
※参加が難しかった保護者もYoutubeによるオンデマンド配信により講演内容を
共有。当日欠席生徒も講演を視聴することができた。

※交通講話や健康講話等を例年通りのスケジュールにて行い、学習活動の保証
ができた。（中継準備時間は大幅に短縮。10分でほぼ可能に。）
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　　ー　教室の景色は、大きく変化した　ー

　

　今後の展望と課題　

生徒のより主体的な学びを引き出す ICT機器の活用
探究活動と体験へどのようにつなげるか

※ICTと従前の教具それぞれの良さを活かした教材開発。
※教員それぞれによる活用の工夫、効率化により授業研究と生徒に向かい
合う時間の確保。
※ＩＣＴ支援室はもちろん、全国のGoogleWorkSpace実践コミュニティを活用
した集合知による指導の進化。

県立・私立との情報共有と本校の魅力を高める取り組み
※県立高校（50校）もR3.9月に全校Chromebook全生徒貸与。県教育セン
ターと研究指定校による先行実践の共有化が進む。
※私立高校はPC・iPad・Chromebookを入学時購入または貸与。
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生徒・職員への研修の充実
※生徒のリテラシー差をどのように補完していくか
※進化の早いGoogleWorkSpaceの便利な機能や活用方法を教員
同士で共有していく研修時間・機会の確保。

３年後の機器整備計画をどう見通し、説明していくか。
※OSのアップデート保証期間は購入から５年。
※３年後には端末をどのように確保するか検討が必要。
※今年度と同様のサービスを提供するためにはすでに台数不足。 放課後、生徒自学の様子


